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社会問題
知的障がい者を
とりまく現状

問題点解明<調査1>
知的障がい者への
偏見の有無

実験1
健常者が持つ偏見を
スポーツによって解消

実験２
知的障がい者に健常者が

もたらす影響

政策提案
教職課程に知的障がい者ス

ポーツを導入

Normal Individual
健常者

Intellectual Disability
知的障がい者



社会問題

知的障がい者スポーツ
をとりまく現状



知的障がい者とは？

1. 知的機能に制約があること

2. 適応行動に制約を伴う状態であること

3. 発達期に生じる障がいであること

の3点とされている

参考文献

「障害児者の理解と教育の理解と教育・支援 特別支援教育/障害者支援のガイド」

金子書房、2008年
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第三章 提言
障害者スポーツの冒頭

障害者スポーツにおける根本的な
課題は、障害者がスポーツを楽しむ
環境の不足である。具体的には、障
害者にスポーツを教えられる指導
者の不足、障害者がスポーツを実
施できる施設の不足があげられる。

また、障害の有無に関わらず、スポー
ツにおいてのノーマライゼーション（障
害者と健常者が区別されることなく、
社会全体を共にすることが望ましいと
いう理念）の実現が必須である。



機会
（指導者と、施設）

ノーマライゼーション
（区別なく共にする）

提言8 スポーツ指導者制度の改善を

通じて、障害者のスポーツ参加機会を
拡充するべき

提言9 障害者スポーツセンターのハブ

化、他施設の全国ネットワーク化を進
めるべき

言及なし



ノーマライゼーション
（区別なく共にする）



社会問題
知的障がい者を
とりまく現状

問題点解明<調査1>

知的障がい者への偏見
の有無

実験1
健常者が持つ偏見をスポーツ

によって解消

実験２

知的障がい者に健常者が
もたらす影響

政策提言

教職課程に知的障がい者
スポーツを導入



予備調査

健常者の偏見はスポーツを
通して解消できるか？



調査 健常者の偏見はスポーツを通
して解消できるか？

SPJメンバー6人 FCトラッソス



体験内容
・体操 ・パス練習
・ボールを使った交流 ・ドリブル、シュート
・2対2、3対3のミニゲーム



障がい者と関わってから実際に
偏見があった事に気づいた



平成 2 4年７月調査

調査対象 全国20歳以上の日本国籍を有する者3,000人
有効回収数 1,913人（回収率63.8％）
調査期間 平成24年7月26日～8月5日（調査員による個別面接聴
取法）

内閣府 「障害者に関する世論調査」（平成24年7月）

「障がい者に対する差別や偏見について」

Evidence-1
健常者は、障がい者に
偏見を持っている。



社会問題

知的障がい者を
とりまく現状

問題点解明<調査1>

知的障がい者への偏見
の有無

実験1

健常者が持つ偏見を
スポーツによって解消

実験２

知的障がい者に健常者が
もたらす影響

政策提言

教職課程に知的障がい者
スポーツを導入



実験 １

健常者の偏見はスポーツを
通して解消できるか？



実験１～健常者の変化～

実験方法

事前アンケート
コーチ体験

約60分間
事後アンケート

同一質問紙で前後差を測定



実施日時；2014年10月1日
実施場所；中野特別支援学校
知的障害者数；11名
コーチ数；1名
被験者数；3名

実験1-1

実施日時；2014年10月15日
実施場所；中野特別支援学校
知的障害者数；13名
コーチ数；1名
被験者数；4名

実験1-2

実施日時；2014年10月22日

実施場所；鹿本中学校
知的障害者数；12名
コーチ数；1名
被験者数；5名

実験1-3

実施日時；2014年10月29日
実施場所；中野特別支援学校
知的障害者数；13名
コーチ数；2名
被験者数；3名

実験1-4

４回の実験で被験者14名



実験１ ＜実験概要＞

質問項目
リッカート尺度を使った

5段階質問

知的障がい者を怖いと思っていますか
偏見因子

全
く
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

そ
う
思
う

と
て
も
そ
う
思
う

知的障がい者は健常者を避けていると思いま
すか

知的障がい者と友人になれると思いますか
親近因子スポーツ以外でも障がい者と交流したいです

か

スポーツを通じて知的障がい者に慣れられる
と思いますか

スポーツ因子
同年代の知的障がい者と一緒にスポーツをす
ることが出来そうですか

将来は社会で知的障がい者と働くことは出来
ますか

社会因子
知的障がい者が社会に入るためには、社会
の準備が不十分だと思いますか

あなたたちが参加することで、知的障がい者
にプラスになると思いますか



実験１ 結果＜健常者の変化＞
体験前後比較（平均値）

N＝14



実験１ 結果健常者の変化
＜偏見因子ー前後比較＞
知的障がい者を怖いと思っていますか

健常者を避けていると思いますか



実験１ 結果健常者の変化
＜親近因子ー前後比較＞

知的障がい者と友人になれる

スポーツ以外でも交流したい



実験１ 結果健常者の変化
＜スポーツ因子ー前後比較＞

スポーツを通じて慣れられる

一緒にスポーツが出来る



実験１ 結果健常者の変化
＜社会因子ー前後比較＞

一緒に働ける

社会の準備は充分



実験１ 結果健常者の変化
＜因子別変化値＞
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偏見因子 親近因子 スポーツ因子 社会因子

因子別変化値（2項合計）
全因子が向上

偏見因子0.81向上

親近因子0.90向上



考察

•思い込み、誤解を解消偏見因子

• コミュニケーションをとれる事を認識親近因子

• スポーツをすることで相手の本質が見え
るスポーツ因子

•社会での共存実現の可能性拡大社会因子

Evidence-2
スポーツ体験によって、

知的障がい者への偏見は減少する



社会問題

知的障がい者を
とりまく現状

問題点解明<調査1>

知的障がい者への偏見
の有無

実験1

健常者が持つ偏見をス
ポーツによって解消

実験２

知的障がい者に健常者が
もたらす影響

政策提言

教職課程に知的障がい者
スポーツを導入



実験 ２

知的障がい者に
実験による影響があったか？



実験２～知的障がい者の変化～

初対面コーチ

コーチ数増加

知的障がい者への影響

保護者アンケート



実施日時；2014年10月1日
実施場所；中野特別支援学校
知的障害者数；11名
コーチ数；1名
被験者数；

実験2-1

実施日時；2014年10月15日

実施場所；中野特別支援学校
知的障害者数；13名
コーチ数；1名
被験者数；

実験2-2

実施日時；2014年10月22日

実施場所；鹿本中学校
知的障害者数；12名
コーチ数；1名
被験者数；

実験2-3

実施日時；2014年10月22日

実施場所；中野特別支援学
校

知的障害者数；13名
コーチ数；2名
被験者数；

実験2-4

４回の実験で
同伴者16名にアンケート



実験２ ＜実験概要＞

質問項目
リッカート尺度を使った

5段階質問
スポーツの指導者数が多いことはいいと思います
か

指導者数因子

全
く
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
で
も
な
い

そ
う
思
う

と
て
も
そ
う
思
う

スポーツをしていることの目的は、指導者が増える
ことで促進されましたか

健常者を怖がることはありますか
偏見因子

健常者は偏見を持っていると思いますか

健常者の友人がいたほうがいいと思いますか
親近因子

スポーツ以外でも健常者と交流させたいですか

同年代の健常者と一緒にスポーツをすることが出
来そうですか

スポーツ因子
スポーツを通じて健常者に慣れられると思いますか

将来は社会で自立してほいしいですか
社会因子知的障がい者が社会に入るためには、社会の準備

が不十分だと思いますか



実験２ ＜実験結果ー質問別平均＞

N＝16



実験２ ＜実験結果ー因子別１＞

指導者多い YES 94%
効果が促進 YES 94%

指導者数要因

健常者を怖がる NO 62%
偏見がある YES 69%

偏見要因



実験２ ＜実験結果ー因子別２＞

健常者の友人 YES 81%
健常者と交流 YES 81%

親近要因

健常者とスポーツ
YES 50%

健常者に慣れる YES 87%

スポーツ要因



実験２ ＜実験結果ー因子別２＞

社会で自立 YES 100%
社会準備が不十分

YES 94%

社会要因



実験２ ＜実験結果ー因子別２＞
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因子別解答傾向（平均値）

指導者数因子 4.6

親近因子 4.3

スポーツ因子 3.8



考察

• コーチ増加により様々な対応を受けることが
できる指導者数因子

• 健常者に偏見はない事が分かる偏見因子

• コミュニティ拡大に繋がる親近因子

• スポーツを通して健常者に慣れるスポーツ因子

• 社会での共存可能性の拡大社会因子

Evidence-３
知的障害者にとって、

コーチ数の増加は有益である



実験1-2比較 ＜因子別＞
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障がい者メリット

コーチ増加により様々な
対応を受けることができる

健常者に偏見はない事が
分かる

コミュニティ拡大に繋がる

スポーツを通して健常者
に慣れる

社会での共存可能性の拡
大

健常者メリット

思い込み、誤解を

解消

コミュニケーションをと
れる事を認識

スポーツをすることで
相手の本質が見える

社会での共存実現の
可能性拡大

偏見は解消で
きる

デメリットは
ない

むしろプラス

相乗効果が期待できる



社会問題

知的障がい者を
とりまく現状

問題点解明<調査1>

知的障がい者への
偏見の有無

実験1

健常者が持つ偏見を
スポーツによって解消

実験２

知的障がい者に健常者
がもたらす影響

政策提言

教職課程に知的障がい者
スポーツを導入



世界の知的障がい者支援事例



キャンプヒル運動は、ルドルフ・シュ
タイナーが提唱したアントロポゾ
フィーに基づく社会活動。 学習障が
い、心理面における葛藤を持つ、成
人、児童による共同生活。
1939年、スコットランドのオーストリア
人小児科医 Karl Königが、「全ての

人間が持っている、身体特性から独
立した健康な心理面を育む」という理
念のもとに創設した。
2010年時点で、世界21カ国119カ所

で行われているが、日本では行われ
ていない。



政策提言

教職過程「介護等の体験」で
知的障がい者スポーツ体験を推奨



なぜ教職課程に？

教員採用試験を受験する人は平成23年度約17万人

障がい者スポーツ体験

偏見のない教員が生まれる



体験した

教員

偏見の

少ない生徒

教員を

目指す学生

障がい者スポーツ
体験

自分の生徒へ
障がい者の知識を
教える・伝える

社会全体へ浸透していくサイクル



介護等体験者ー知的障がい者スポーツ体験者比較

調査方法 1年以内に介護等体験をした人24名に対し実験1と同様のアンケートに答えてもらった

Evidence-４
現行の介護等体験より

有益である



介護等の体験

義務教育諸学校の教育職員の免許
状（教育職員免許状）の授与を受ける
際に必要とされる介護などを基調とす
る体験活動のこと。

その目的は、人の心の痛みのわかる
教員、各人の価値観の相違を認めら
れる心を持った教員の実現に資する
ことにある。

田中眞紀子議員らが提出した議員立
法により、根拠法の法案が提出され、
平成10年4月1日より教育職員免許状
取得者に義務化された制度。



知的障がい者支援の体験

人の心の痛みのわかる教員、各人
の価値観の相違を認められる心を
持った教員の実現に資すること。

介護等体験の
目的

小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教
育職員免許法の特例等に関する法律
（平成九年六月十八日法律第九十号）

第二条

小学校及び中学校の教諭の普通免許状の授
与についての教育職員免許法第五条第一項
の規定の適用については、当分の間、同項

中「修得した者」とあるのは、「修得した者（十
八歳に達した後、七日を下らない範囲内にお
いて文部科学省令で定める期間、特別支援
学校又は社会福祉施設その他の施設で

文部科学大臣が厚生労働大臣と協議して定
めるものにおいて、障害者、高齢者等に対す
る介護、介助、これらの者との交流等の体験
を行った者に限る。）」とする。

文部科学大臣と
厚生労働大臣が

「知的障がい者施設で
スポーツすることを推奨」
すれば、即実現可能





社会問題
知的障がい者を
とりまく現状

問題点解明<調査1>

知的障がい者への
偏見の有無

実験1実験２

政策提言

ノーマライゼーション対策
が無い

知的障がい者への偏見

スポーツによって偏見が減少指導者数増加は有益

教職過程に

知的障がい者スポーツを導
入

現行介護等体験より有益
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育/障害者支援のガイド」金子書房、2008年



ご清聴ありがとうございました


